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福寿草／新宿御苑にて

　

１
月
27
日
、『
新
春
の
集
い
』
を
開

催
。
会
場
は
、
久
し
ぶ
り
に
『
楼
蘭
』。

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
の
先
行
き
不
安

を
予
告
？
、「
来
賓
が
現
れ
な
い
」。
い

つ
ま
で
も
待
て
な
い
と
、
10
分
遅
れ

で
開
会
。
リ
ハ
ビ
リ
療
養
中
の
丹
野

会
長
に
代
わ
り
岡
澤
副
会
長
が
主
催

者
挨
拶
、
来
賓
と
し
て
、
東
京
清
掃

坂
部
副
委
員
長
、
セ
レ
モ
ア
の
石
田

さ
ん
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

柳
前
副
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
、
懇
親

に
入
り
ま
し
た
。
今
年
も
大
盛
り
上

が
り
、
エ
ン
ド
レ
ス
に
な
り
か
ね
な

い
ほ
ど
で
し
た
。「
時
間
を
間
違
え
た
」

と
恐
縮
し
て
参
加
し
た
自
治
退
都
本

部
鴨
居
事
務
局
長
の
挨
拶
を
好
機
と
、

少
々
強
引
に
「
参
加
者
の
ひ
と
こ
と
」

に
切
替
え
ま
し
た
。
時
間
が
押
し
て

い
る
の
も
お
構
い
な
し
の
長
～
い
ひ

と
こ
と
も
…
、
よ
く
ま
あ
こ
ん
な
に

話
題
が
あ
る
ね
と
感
心
し
つ
つ
、
大

爆
笑
の
連
続
で
し
た
。

　

続
い
て
「
長
寿
の
お
祝
い
」、
傘
寿

以
上
の
方
と
今
年
喜
寿
を
迎
え
る
方

に
記
念
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
開
運
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
も
恒
例
。

※
２
面
へ
続
く

今
年
も
元
気
に
集
い
ま
し
た

い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
大
盛
況

新春の集い2024新春の集い2024
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戸枝事務局長の司会で開会岡澤副会長が主催者挨拶

柳前副会長「かんぱ～い」

１

東京清掃　　
坂部副委員長

（株）セレモア
石田さん

２３

スタートが遅れたから腹減ったぞ…

４ ５ ６

７

カメ入り　　　
紹興酒が出たぞマジな話ししてるみたい…

接待役だったのに　
来賓来ない？エエ？

飲み疲れ？食い疲れ？　
まだまだ、これからだぁ

８９

10 11 12

13141516

17 18 19 20

212223

酔いもまわってますます賑やかになってきたね

ここはスタッフ席？？　
何か役に立ったのかなぁ

「時間間違えちゃった」
鴨居自治退都本部
事務局長「おたのしみ会」の景品です

本日の長老に　　　
長寿祝いプレゼント

エヘへ、俺ももらえるの？
（プレゼンターは門田書記） 孫の土産ゲット エ！喜寿のお祝いがあるのぉ

ご夫妻で参加した
小澤さんに特別賞

「開運ジャンケン大会」予選（結構マジだね）今年の一番福はダレ？（決定戦）

グ
ル
ー
プ
戦
を
経
て
、
一
番

福
か
ら
ド
ン
ジ
リ
ま
で
の
順

番
を
決
め
る
戦
い
は
結
構
マ

ジ
に
。
勿
論
、
参
加
者
全
員

に
福
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
来
賓
を
含
め
24

人
、
来
賓
が
減
っ
た
分
、
昨

年
よ
り
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
ス
タ
ー
ト
の
遅
れ
や
お

楽
し
み
会
が
長
引
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
予
定
の
時
間
を

大
幅
に
オ
ー
バ
ー
、
記
念
写

真
の
撮
影
後
、「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ウ
」
も
な
し
に
流
れ
解
散
。

最
後
は
ち
ょ
っ
と
慌
た
だ
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
も

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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　今年の「お花見ウォー
キング」は、江戸時代か
らのサクラの名所「飛鳥
山」が舞台です。
　サクラの時期は混雑し
ますので、飛鳥山は散策と博物館見学だけに
して、サクラにつきものの「宴会」は、王子
駅付近の「とある食堂」で行います。
　天気が良ければ最高のお花見になると思い
ます。今から楽しみですね。

学習交流会

▼開催日　３月 26 日（火）
▼場　所　飛鳥山公園
　　　　　10 時 / 王子駅中央口集合
▼宴　会　「とある食堂」でランチ宴会
▼参加費　２, ０００円
　　　　　（アルコールなしの方は 1,000 円）

▼開催日　３月 11 日（月）
　　　　　　　　13 時 15 分開会
▼テーマ　頻尿と生活習慣病
　　　　　～健康で長生きするために～
▼講　師　平野敏夫さん（東京清掃顧問医）
▼会　場　清掃会館地下ホール　
▼参加費　５００円（懇親会に参加する方）

　

こ
れ
ま
で
「
落
語
鑑
賞
」
を
行
っ

て
い
た
『
国
立
演
芸
場
』
が
建
替

え
で
休
止
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
年
は
「
大
衆
演
劇
を
楽
し
む
会
」

に
し
て
み
ま
し
た
。

　

大
衆
演
劇
と
い
え
ば
、
梅
沢
富

美
男
が
有
名
で
す
。「
歌
舞
伎
」
も

　先月お知らせしたように、今年も『会員
の近況２０２４』を発行します。日常のでき
ごとや健康、趣味、現在関わっている運動、
社会に関すること、今考えていることや興
味をお持ちのことなど、何でも結構です。
　詩歌や写真など得意な文芸ものも是非お
寄せください。誌面交流ができればと…。

「近況報告」をよろしく

　締切は２月９日、報告集発行
は３月初めです。みなさんの投
稿をお待ちしています。

昔
は
大
衆
演
劇
で
し
た
。

　

今
回
の
公
演
は
『
劇
団
・
舞
姫
』、

「
笑
え
る
、
泣
け
る
」
が
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
。
申
込
み
初
日
、
受
付

電
話
が
繋
が
ら
な
い
ほ
ど
殺
到
、

人
気
が
高
い
よ
う
で
す
。
楽
し
め

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

参
加
申
込
み
は
ま
だ
可
能
で
す

が
、
先
着
15
名
が
目
安
で
す
の
で
、

大
至
急
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹁
大
衆
演
劇
を
楽
し
む
会
﹂

申
込
み
締
切
り
間
近

２
月

13
日

﹁
大
衆
演
劇
を
楽
し
む
会
﹂

▼
開
催
日　
２
月
13
日
︵
火
︶

▼
劇　
場　
﹁
浅
草
木
馬
館
﹂

　
　
　
　
　
２
月
公
演﹁
舞
姫
﹂

▼
時　
間　
12
時
～
15
時
30
分

　
　
　
　
　
11
時
30
分

　
　
　
　
　
現
地
集
合

▼
参
加
費　
１
﹆０
０
０
円

※
観
劇
後
﹆
近
く
の
居
酒
屋
で

　
交
流
会
︵
会
費
各
自
負
担
︶

３月11日

　会員や家族のみな様の中にも、「頻尿」でお
困りの方もいると思います。原因を知り、対
策を考え、既に症状の出ている方も軽減させ
る方法をみつけることが大事です。
　また、がんや心臓病、脳卒中は、生活習慣
病に含まれます。生活習慣病を防ぎ悪化させ
ないためどうすればいいのかなど、健康で長
生きする方策を考えてみたいと思います。

３月 26 日 飛鳥山公園
満開の桜とランチ宴会
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の
範
囲
内
で
年
金
給
付

を
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
終
了
し
ま
す
。
公
的

年
金
保
険
加
入
者
が
増

え
れ
ば
平
準
化
が
早
ま

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
被
用
者
保

険
適
用
の
事
業
所
規
模

は
100
人
で
す
が
、
今
年

10
月
か
ら
50
人
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。本
来
、

全
て
の
労
働
者
に
年
金

保
険
が
適
用
さ
れ
る
べ

き
で
す
。
さ
ら
な
る

適
用
範
囲
拡
大
へ
向
け

て
、
企
業
規
模
の
制
約

撤
廃
が
必
要
で
す
。
来

　

厚
生
労
働
省
は
、
１
月
19
日
、

24
年
度
年
金
額
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

厚
生
年
金
の
夫
婦
２
人
標
準
例

で
は
、
月
額
６
、０
０
１
円
の
引
上

げ
に
な
り
ま
す
。

　

総
務
省
が
公
表
し
た
『
23
年
度

平
均
全
国
消
費
者
物
価
指
数
』
は

３
・
２
％
で
し
た
。
一
方
、『
名
目

手
取
り
賃
金
変
動
率
』
は
、「
過
去

３
年
平
均
の
実
質
賃
金
変
動
率
マ

イ
ナ
ス
０
・
１
％
＋
前
年
の
物
価
変

動
率
３
・
２
％
＋
可
処
分
所
得
割
合

変
化
率
０
％
」で
３
・
１
％
で
し
た
。

　

年
金
額
改
定
の
ル
ー
ル
は
、
賃

金
と
物
価
の
変
動
に
応
じ
た
６
つ

の
パ
タ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
（
下
図
参
照
）。「
名
目
手
取
り

賃
金
変
動
率
と
物
価
変
動
率
が
と

も
に
プ
ラ
ス
で
、
名
目
手
取
り
賃

金
が
物
価
を
下
回
る
」
場
合
の
年

金
額
改
定
は
、
下
図
の
「
パ
タ
ー

ン
⑥
」
が
適
用
さ
れ
て
、
新
規
裁

定
者
（
67
歳
以
下
）・
既
裁
定
者

（
68
歳
以
上
）
と
も
に
賃
金
変
動
率

３
・
１
％
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

調
整
率
の
24
年
度
指
数
は
マ
イ
ナ

ス
０
・
４
％
」
な
の
で
、
減
額
調
整

さ
れ
る
た
め
、
年
金
額
は
２
・
７
％

の
引
上
げ
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、

年
金
額
は
実
質
的
に
０
・
５
％
分
目

減
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「マクロ経済スライド」とは

　「年金被保険者数の増減」と「平均
余命の伸び」に基づきスライド調整率
を設定し、年金改定率から控除して支
給額を抑制することにより、将来的な
年金の給付水準を確保する仕組み。
●24年度指数

＊公的年金被保険者数の変動率（△ 0.1
　％、2020 ～ 22 年度平均）＋平均
　余命の伸び率（△ 0.3％、定率）＝
　スライド調整率△０．４％

実
質
賃
金
マ
イ
ナ
ス
が
悪
影
響

年
金
加
入
者
拡
大
が
重
要

■年金額改定ルール ( 賃金・物価スライド )
　　　※ 2021 年４月より見直し適用

既 裁

物 価

新 裁

既 裁

物 価 賃 金 新 裁

既 裁

物 価 賃 金

新 裁

既 裁

物 価

賃 金

新 裁

既 裁

物 価 賃 金

新 裁

既 裁

物 価 賃 金

新 裁

賃 金

物価上昇率

年金額の改定（スライド）のルール

①
②

③

④
⑤

⑥

新裁…新規裁定者（67歳以下の方）
既裁…既裁定者（68歳以上の方）

賃
金
上
昇
率

年
が
次
の
年
金
制
度
改
定
期
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
年
金
を
受
給
す
る

「
在
職
老
齢
年
金
」
は
、
年
金
と
賃

金
の
合
計
月
額
（
年
額
の
12
分
の

１
）
が
48
万
円
を
上
回
る
と
、
賃

金
増
加
分
の
半
分
相
当
の
年
金
が

支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
支
給
停
止
調
整
額
は
、
名

目
賃
金
の
変
動
に
応
じ
て
改
訂
さ

れ
る
た
め
、24
年
度
は
２
万
円
ア
ッ

プ
し
50
万
円
に
な
り
ま
す
。

▼
在
職
老
齢
年
金
の　

　

支
給
停
止
調
整
額
は

　

５
０
万
円
に
引
上
げ

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整

率
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
原
因

は
、
20
年
～
22
年
の
雇
用
者
数

が
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
減
少

し
た
こ
と
に
あ
り
、
来
年
も
影

響
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整

は
、
現
役
世
代
の
手
取
り
収
入

に
対
す
る
年
金
給
付
比
率
（
年

金
の
所
得
代
替
率
）
50
％
を
概

ね
の
目
安
（
19
検
証
で
は
61
・

７
％
）
に
、
年
金
保
険
料
収
入

実
質
賃
金
減
と
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

調
整
に
よ
り
、
年
金
額
は
実
質
目
減
り

24
年
度
年
金
額
は
２・７
％
引
上
げ
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金
権
腐
敗
の
自
民
党
政
治
糾
弾
！

明
前
に
予
算
委
員
会
で
「
自
民
党

派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
裏
金

事
件
」
に
端
を
発
し
た
政
治
改
革

問
題
が
議
論
さ
れ
る
と
い
う
前
代

未
聞
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
の
裏
金
着

服
」
は
、
政
治
資
金
規
正
法
違
反

以
前
の
問
題
と
し
て
、横
領
、脱
税
、

贈
収
賄
な
ど
明
ら
か
に
犯
罪
で
す
。

　

企
業
・
団
体
献
金
の
廃
止
、
パ
ー

テ
ィ
券
購
入
の
全
面
禁
止
、
政
策

活
動
費
廃
止
、
旧
文
書
通
信
交
通

滞
在
費
の
使
途
全
面
公
開
、
政
治

家
本
人
の
罰
則
強
化
・
連
座
制
な

ど
を
最
低
限
の
課
題
と
し
て
、
今

国
会
で
政
治
改
革
を
徹
底
的
に
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
自
民
党
の
金
権
腐
敗
」
問
題
を

大
き
な
テ
ー
マ
に
、
二
つ
の
集
会

が
取
組
ま
れ
ま
し
た
。
定
例
の
国

会
前
19
日
行
動
と
、
26
日
の
国
会

開
会
日
行
動
で
す
。

　

こ
の
行
動
で
主
催
者
や
立
憲
野

党
は
政
治
改
革
の
必
要
性
を
訴
え
、

政
治
改
革
は
政
権
交
代
な
し
に
は

実
現
し
な
い
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

２
つ
の
集
会
で
、
今
国
会
で
は

政
治
改
革
以
外
に
も
重
要
課
題
が

多
数
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

ま
し
た
。
最
重
要
課
題
の
一
つ
目

は
軍
拡
路
線
と
の
対
決
で
す
。　

　

１
月
26
日
に

開
会
し
た
通
常

国
会
は
、
30
日

の
首
相
所
信
表

　

今
国
会
に
、
８
兆
円
弱
の
軍
事

費
を
盛
り
込
む
予
算
案
と
、
有
事

の
際
に
国
が
栽
培
作
物
を
指
定
で

き
る
と
す
る
『
農
業
基
本
法
改
定

法
案
』、
国
が
自
治
体
に
指
図
で
き

る
と
す
る
規
定
を
盛
り
込
ん
だ『
地

方
自
治
法
改
定
法
案
』
が
提
案
さ

れ
る
模
様
で
す
。
軍
事
国
家
下
の

動
き
は
断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。。

　

二
つ
目
の
課
題
は
、『
経
済
安
全

保
障
法
』
に
基
づ
く
「
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
法
案
」で
す
。

　

こ
の
法
案
の
問
題
点
に
つ
い
て
、

26
日
の
集
会
で
『
秘
密
保
護
法
対

策
弁
護
団
』
の
海
渡
双
葉
弁
護
士

は
、「
重
要
な
『
経
済
安
全
保
障
』

情
報
と
国
家
が
考
え
る
も
の
を『
秘

密
・
極
秘
・
機
密
』
情
報
と
し
、

取
扱
者
の
『
適
格
性
』
を
調
査
す

る
制
度
で
あ
り
、
政
府
の
恣
意
的

解
釈
に
よ
り
、
対
象
が
無
制
限
に

拡
大
さ
れ
て
『
機
密
情
報
』
に
指

定
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。『
特
定

秘
密
保
護
法
』上
の『
特
定
秘
密（
外

交
、
防
衛
、
テ
ロ
、
ス
パ
イ
活
動
）』

に
加
え
、
経
済
情
報
も
秘
密
と
さ

れ
、
知
る
権
利
、
言
論
・
表
現
の

自
由
、
報
道
の
自
由
な
ど
、
民
主

主
義
の
根
幹
を
危
う
く
す
る
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。
法
案
成
立
阻
止

の
取
組
み
が
必
要
で
す
。

徹
底
的
政
治
改
革
を
行
え
！

政
治
改
革
は
政
権
交
代
が
必
要

軍
事
国
家
化
を
許
す
な
！

経
済
安
保
体
制
強
化
反
対
！

能登半島地震被災者　
支援カンパを行います
　１月１日に発生した能登半島
地震は、甚大な被害をもたらし、
被災地ではいまなお避難生活を
余儀なくされるなど、厳しい状
況におかれています。
　被災者支援と復旧・復興を願
うカンパを、準備が整い次第実
施しますので、ご協力ください。
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「
退
職
者
会
」
は
主
に

　

こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す

　

高
齢
者
・
退
職
者
の
生
活
は
、

年
金
・
医
療
・
健
康
保
険
・
介
護

保
険
等
の
社
会
保
障
制
度
に
よ
り

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

制
度
を
決
め
る
政
府
と
交
渉
し
た

り
、
政
府
の
諮
問
会
議
等
に
声
を

反
映
で
き
る
唯
一
の
退
職
者
組
織

響
さ
れ
ま
す
。「
退
職
者
会
」は
、

労
働
組
合
の
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
、

現
役
の
「
応
援
団
」
で
す
。

　

ほ
ぼ
毎
月
親
睦
行
事
開
催

　

正
会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

　

会
員
の
親
睦
を
深
め
る
活
動

を
猛
暑
期
除
き
ほ
ぼ
毎
月
行
っ

て
い
ま
す
。
旅
行
、
お
花
見
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
新
年
会
、
懇

親
会
、
落
語
・
演
劇
鑑
賞
な
ど
。

　

再
任
用
の
み
な
さ
ん
は
、
こ

れ
ま
で
退
職
者
会
の
準
会
員
で

し
た
。
再
任
用
が
終
了
し
た
後

は
、
改
め
て
正
会
員
へ
手
続
き

を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
退

職
者
会
に
残
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
再
任
用
を
終
る
仲
間
の
み
な
さ
ん

退
職
者
会
で
と
も
に
明
る
く
元
気
に
楽
し
く

日帰り親睦旅行 / 猿島探検とよこすか満喫ツアー
（2023 年 10 月 猿島にて）

が
「
退
職
者
会
」
で
す
。

　

生
活
を
支
え
て
い
る
社
会
保
障

制
度
は
平
和
で
な
け
れ
ば
維
持
で

き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
平
和
を
守

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
子
・
孫
の

世
代
に
平
和
な
社
会
を
残
す
こ
と

も
大
事
で
す
。

　

社
会
保
障
の
レ
ベ
ル
は
、
労
働

者
の
賃
金
水
準
に
よ
り
大
き
く
影

　
『
東
京
清
掃
24
団
結
旗
開
き
』は
、

１
月
19
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
け
、
久
し

ぶ
り
の
パ
ー
テ
ィ
形
式
に
よ
る
開

催
で
す
。
退
職
者
会
か
ら
岡
澤
副

会
長
、
纐
纈
幹
事
と
、
清
掃
・
人

権
交
流
会
会
長
の
立
場
も
兼
ね
て

押
田
幹
事
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

年
明
け
初
日
の
能
登
半
島
震
災

に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
祝
賀
を
抑
え

た
挨
拶
が
続
き
ま
し
た
。
多
田
委

員
長
は
、「
被
災
地
で
受
け
入
れ
態

勢
が
整
え
ば
す
ぐ
支
援
に
取
り
組

む
、
非
常
時
に
対
処
す
る
事
業
は

直
営
で
十
分
な
人
員
を
確
保
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
ま

し
た
。
岸
ま
き
こ
・
鬼
木
ま
こ
と

両
参
議
院
議
員
も
駆
け
つ
け
、
来

年
の
選
挙
を
前
に
決
意
を
表
明
し

ま
し
た
。「
乾
杯
」
は
被
災
地
を
考

慮
し
て
「
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
の
唱
和

に
切
替
え
、
音
頭
は
退
職
者
会
会

員
・
準
会
員
で
も
あ
る
３
人
の
元

委
員
長
が
発
声
し
ま
し
た
。

　

懐
か
し
い
顔
も
会
え
て
、
楽
し

い
集
い
で
し
た
。（
岡
澤
徹
記
）

東京清掃2024団結旗開き

多田委員長が
主催者挨拶

来年改選期を迎える
岸まきこ参議院議員 鬼木まこと参議院議員

退職者会の参加者

「ガンバロウ」と発声・唱和する桐田、染、中里元委員長


